
一
五
一

日
本
哲
学
史
に
お
け
る
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
受
容
　 〔
浜
渦
〕

日
本
哲
学
史
に
お
け
る
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
受
容

浜

渦

辰

二

は
じ
め
に

　

フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
受
容
を
語
る
時
、
日
本
の
哲
学
者
・
研
究
者
は
フ
ッ
サ
ー
ル
の
ど
の
テ
キ
ス
ト
を
活
用
で
き
た
の
か
、
が
問
題

に
な
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
が
生
前
に
刊
行
し
た
著
作
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
著
書
が
六
冊
、
論
文
が
六
本
し
か
な
い
。
フ
ッ
サ
ー
ル

生
前
の
時
代
の
研
究
は
、
講
義
や
講
演
を
聴
講
す
る
以
外
に
は
、
こ
れ
ら
の
著
作
・
論
文
を
頼
り
に
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
一
九
三
八
年

に
フ
ッ
サ
ー
ル
が
死
去
し
た
後
、
膨
大
な
草
稿
が
ナ
チ
ス
の
手
か
ら
救
出
さ
れ
、
ベ
ル
ギ
ー
・
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
に
フ
ッ
サ
ー
ル
文
庫
が

創
設
さ
れ
、
草
稿
が
整
理
・
編
集
さ
れ
て
、 

一
九
五
〇
年
か
ら
フ
ッ
サ
ー
ル
全
集
（H

usserliana

）
の
刊
行
が
始
ま
り
、
そ
の
後
は
続
々

と
刊
行
さ
れ
る
全
集
（
現
在
四
二
巻
）
に
基
づ
く
研
究
と
な
っ
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
受
容

を
論
ず
る
場
合
、大
雑
把
に
言
っ
て
、 ﹇
Ⅰ
﹈
全
集
刊
行
以
前
（
一
九
一
一
―
一
九
四
九
）
の
時
期
と
、﹇
Ⅱ
﹈
全
集
刊
行
以
降
（
一
九
五
〇

―
）
の
時
期
を
分
け
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う 

。
本
稿
で
は
、
前
者
の
時
期
か
ら
後
者
の
時
期
の
始
ま
り
ま
で
を
追
う
こ
と
に
し
、 

そ
れ
以

降
の
日
本
現
象
学
展
開
期
に
つ
い
て
は
簡
単
に
触
れ
る
に
と
ど
め
る
。

　

な
お
、筆
者
の
関
心
は
、フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
な
か
で
も〈
間
主
観
性（Intersubjektivität

）の
問
題
〉に
あ
る
。〈
間
主
観
性
の
問
題
〉

と
は
、
第
一
に
、「
他
者
経
験
（Frem

derfahrung

）」
の
問
題
、
つ
ま
り
「
我
は
他
の
我
を
ど
う
や
っ
て
経
験
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
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二

問
題
で
あ
り
、そ
れ
は
、経
験
的
な
次
元
に
お
け
る
他
者
経
験
へ
の
問
い
と
な
る
。
し
か
し
、そ
れ
は
第
二
に
、「
間
主
観
的
構
成
」
の
問
題
、

つ
ま
り
「
い
か
に
し
て
客
観
的
世
界
が
、
他
者
経
験
を
通
じ
た
間
主
観
的
構
成
の
相
関
者
で
あ
る
」、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

問
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
超
越
論
的
な
次
元
に
他
者
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
と
い
う
問
い
と
な
る
。
二
つ
の
こ
と
が
不
可
分
の
こ

と
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
に
お
け
る
〈
間
主
観
性
の
問
題
〉
の
特
徴
で
あ
る
。

　

日
本
に
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
が
紹
介
さ
れ
始
め
た
頃
、日
本
の
研
究
者
の
あ
い
だ
で
は
す
で
に
読
ま
れ
て
い
た
『
イ
デ
ー
ン
Ⅰ
（Ideen 

zu einer reinen Phänom
enologie und phänom

enologischen Philosophie I

）』（
一
九
一
三
）
に
お
い
て
も
、「
間
主
観
的
世
界
」

を
「〝
感
情
移
入
（Einfühlung
）〞
に
媒
介
さ
れ
た
経
験
の
相
関
者
」（III/1, 352

）
と
し
、「
客
観
的
世
界
の
間
主
観
的
構
成
」（III/1, 

354

）を
解
明
す
る
こ
と
が
課
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、日
本
哲
学
史
に
与
え
た
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
影
響
と
い
う
点
で
、

こ
こ
で
は
構
想
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
だ
け
の
〈
間
主
観
性
の
問
題
〉
が
ど
れ
ほ
ど
哲
学
の
根
本
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
か
を
検
証

し
て
み
る
と
、
私
と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
ま
と
も
に
向
き
合
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
に
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
本
稿

で
は
、
こ
の
よ
う
な
〈
間
主
観
性
の
問
題
〉
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
日
本
哲
学
史
に
お
い
て
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
が
ど
の
よ
う
に
受
容

さ
れ
て
き
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い（

1
）。 

一　

西
田
幾
多
郎
の
「
現
象
学
」
へ
の
関
心

　

西
田
幾
多
郎
の
『
善
の
研
究
』（
一
九
一
一
）
の
「
純
粋
経
験
の
立
場
」
は
「
意
識
の
立
場
で
あ
り
、
心
理
主
義
的
と
も
考
え
ら
れ
る
」

（3

）（
2
）
の
で
あ
っ
て
、「
個
人
あ
っ
て
経
験
あ
る
に
あ
ら
ず
、
経
験
あ
っ
て
個
人
あ
る
の
で
あ
る
、
個
人
的
区
別
よ
り
経
験
が
根
本
的
で

あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
独
我
論
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
」 （7

）
る
と
考
え
て
書
い
た
も
の
の
、「
そ
の
不
完
全
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
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史
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な
い
」（7

）
と
、
西
田
自
身
が
の
ち
に
振
り
返
っ
て
い
る
。
現
に
冒
頭
で
「
純
粋
経
験
」
を
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
意
識
現
象
で
あ
っ

て
も
、
他
人
の
意
識
は
自
己
に
経
験
で
き
ず
、
自
己
の
意
識
で
あ
っ
て
も
、
過
去
に
就
い
て
の
想
起
、
現
前
で
あ
っ
て
も
、
之
を
判
断
し

た
時
は
已
に
純
粋
の
経
験
で
は
な
い
。
眞
の
純
粋
経
験
は
何
等
の
意
味
も
な
い
、
事
實
其
儘
の
現
在
意
識
あ
る
の
み
で
あ
る
」（13f.

）
と

述
べ
る
。
他
方
、
第
三
編
第
十
二
章
「
善
行
為
の
目
的
」
で
は
、「
余
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
が
其
政
治
學
の
始
に
、
人
は
社
會
的
動
物

で
あ
る
と
い
っ
た
の
は
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
眞
理
で
あ
る
と
思
ふ
。
…
…
人
間
が
共
同
生
活
を
営
む
処
に
は
必
ず
各
人
の
意
識
を
統
一
す

る
社
會
的
意
識
な
る
者
が
あ
る
。
…
…
我
々
の
個
人
的
意
識
は
此
中
に
発
生
し
此
中
に
養
成
せ
ら
れ
た
者
で
、
こ
の
大
な
る
意
識
を
構
成

す
る
一
細
胞
に
過
ぎ
な
い
」（171f.
）
と
も
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
よ
う
な
「
他
者
」
と
「
間
主
観
性
」
の
議
論
に
繋

が
る
糸
口
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
西
田
が
そ
れ
を
追
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

　
『
善
の
研
究
』
出
版
の
直
後
、
同
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文
「
認
識
論
に
お
け
る
純
論
理
派
の
主
張
に
つ
い
て
」（
一
九
一
一
）
は
、
日
本

で
初
め
て
フ
ッ
サ
ー
ル
を
紹
介
し
た
論
文
と
思
わ
れ
る
が
、
認
識
論
の
学
派
を
「
純
論
理
派
」
と
「
心
理
派
」
な
い
し
「
純
粋
経
験
派
」

に
二
分
し
た
う
え
で
、
前
者
の
な
か
に
ウ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
、
リ
ッ
ケ
ル
ト
を
挙
げ
、
そ
れ
と
「
全
く
系
統
を
異
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
が
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
如
き
人
も
同
一
主
義
の
人
で
あ
る
」（11

）
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
西
田
が
、「
重
力
の
法
則
は
始
め
て
ニ
ュ
ー
ト

ン
が
考
え
た
の
で
あ
る
が
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
思
惟
作
用
と
重
力
の
法
則
と
い
う
思
想
と
は
全
く
別
物
で
あ
る
」（15

）
と
い
う
考
え
を
述

べ
た
人
と
し
て
「
リ
ッ
ケ
ル
ト
及
び
フ
ッ
サ
ー
ル
」
に
つ
い
て
参
照
し
て
い
る
が
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、『
論
理
学
研
究
』
第
一

巻
（
一
九
〇
〇
）
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
『
善
の
研
究
』
出
版
の
翌
年
、
こ
の
著
作
に
対
し
て
は
じ
め
て
学
術
的
な
批
評
を
加
え
た
の
は
、『
哲
学
雑
誌
』（
三
八
三
―
四
号
）
に
掲

載
さ
れ
た
高
橋
里
美
の
「
意
識
現
象
の
事
実
と
其
意
味
―
―
西
田
氏
著
『
善
の
研
究
』
を
読
む
」（
一
九
一
二
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
高

橋
は
「
大
学
卒
業
後
僅
か
一
両
年
の
頃
で
あ
っ
た
」（2

）
と
い
う
。
高
橋
が
問
題
に
し
た
の
は
五
点
に
わ
た
る
が
、
な
か
で
も
重
要
な
の
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四

は
論
文
の
タ
イ
ト
ル
と
も
な
っ
て
い
る
「（
五
）
意
識
現
象
の
事
実
と
其
意
味
」
で
あ
ろ
う
。「
事
実
の
真
理
」
と
「
永
遠
の
真
理
」
を
ラ

イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
従
っ
て
区
別
し
た
と
し
て
、「
永
遠
の
真
理
」（
数
学
や
論
理
学
の
真
理
）
は
「
意
識
の
事
実
と
し
て
見
れ
ば
、
そ
れ
は
個

人
的
な
る
外
は
な
い
」
が
、「
意
識
が
意
識
を
超
越
す
る
こ
と
は
事
実
と
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
意
味
と
し
て
之
を
超
越
す
る
外

に
道
は
な
い
」（421
）。
と
す
る
と
、「
意
識
現
象
の
意
味
に
於
て
其
事
実
を
超
越
す
る
事
が
出
来
る
故
に
、
意
識
は
唯
一
の
実
在
で
あ
る

と
積
極
的
に
主
張
す
る
事
が
困
難
で
あ
る
」（427

）
こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
、『
善
の
研
究
』
に
お
い
て
、「
意
識
現
象
に
其
事
実
と
其

意
味
と
を
区
別
す
る
の
で
な
く
て
は
到
底
疑
問
に
満
足
な
回
答
を
與
ふ
る
こ
と
が
困
難
と
考
え
る
」（416

）
と
い
う
の
で
あ
る
。 

　

西
田
は
こ
の
高
橋
の
問
い
に
対
し
て
す
ぐ
（
半
年
後
）
に
「
高
橋
（
里
美
）
文
学
士
の
拙
著
『
善
の
研
究
』
に
対
す
る
批
評
に
答
ふ
」

と
題
し
た
文
章
を『
哲
学
雑
誌
』（
三
八
七
号
）に
発
表
し
た
。無
名
の
一
学
士
の
批
評
に
丁
寧
に
答
え
る
の
は
異
例
の
こ
と
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

西
田
の
返
答
の
基
本
的
な
考
え
は
、「
事
実
と
意
味
」
の
よ
う
な
区
別
は
「
一
つ
の
意
識
の
両
面
に
す
ぎ
ぬ
」（107

）、
つ
ま
り
「
二
元
論

的
見
方
を
取
る
の
で
は
な
く
、こ
の
両
者
を
同
一
型
と
見
做
す
一
元
論
的
見
方
を
主
張
し
た
い
」（108

）と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

「
直
接
な
真
の
純
粋
経
験
に
お
い
て
は
、
事
実
即
意
味
、
意
味
即
事
実
で
あ
る
」 （108

）
と
言
い
、
そ
れ
は
「
活
動
的
自
発
自
展
的
統
一
」

（110

）
で
あ
る
と
言
う
。「
た
だ
如
何
に
し
て
一
つ
意
識
が
こ
の
両
面
を
具
し
て
い
る
の
か
、
こ
の
両
面
は
如
何
に
し
て
一
つ
の
意
識
に

結
合
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
、
意
識
の
如
何
な
る
方
面
が
意
味
で
あ
っ
て
如
何
な
る
方
面
が
事
実
で
あ
る
か
を
考
え
て
見
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思

う
」（122

）
と
い
う
く
だ
り
に
は
、
そ
れ
が
最
終
回
答
で
は
な
く
、
な
お
解
明
す
べ
き
課
題
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 

　

こ
の
若
き
日
の
西
田
批
評
の
論
文
に
つ
い
て
、高
橋
は
後
に
（
一
九
三
二
年
の
『
全
体
の
立
場
』
の
序
に
お
い
て
）
振
り
返
り
つ
つ
、「
意

識
の
事
實
と
そ
の
意
味
と
の
本
質
的
な
區
別
は
、
そ
の
当
時
の
私
に
取
っ
て
は
可
な
り
に
重
大
な
る
發
見
で
あ
っ
た
」（3

）
と
し
て
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
後
か
ら
考
へ
る
と
、
こ
の
私
の
意
味
の
概
念
は
、
獨
逸
西
南
學
派
の
哲
學
に
於
け
る
、
實
在
せ
ず
し
て
妥
當

す
る
價
値
の
概
念
と
も
或
る
點
に
於
い
て
相
通
ず
る
所
が
あ
る
が
、
私
の
所
謂
意
味
の
範
圍
は
価
値
の
範
圍
よ
り
も
、
一
層
廣
汎
で
あ
っ
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て
、
無
價
値
な
る
意
味
も
亦
意
味
た
る
を
失
わ
な
い
。
故
に
そ
れ
は
寧
ろ
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
や
フ
ッ
セ
ル
の
意
識
の
志
向
性
概
念
に
一
層
多

く
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
」（5

）と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、当
時（
一
九
一
二
）の
高
橋
も
西
田
も
そ
れ
が
フ
ッ
サ
ー
ル
の「
志

向
性
」
と
関
連
す
る
問
題
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。 

高
橋
は
続
け
て
述
べ
て
い
る
。「
私
は
當
時
既
に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の

心
理
學
の
或
る
部
分
を
讀
ん
で
い
た
し
、
彼
れ
が
意
識
の
重
要
な
る
特
色
の
一
と
し
て
擧
げ
た
志
向
性
の
思
想
そ
の
も
の
に
も
興
味
を
感

じ
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
が
、
何
故
か
實
際
に
は
そ
れ
が
私
の
意
味
の
思
想
に
直
接
に
結
合
し
て
来
な
い
で
、
却
っ
て
間
接
に
ラ
ッ
ス
ル

〔
ラ
ッ
セ
ル
〕
を
通
し
て
幾
分
の
影
響
を
私
に
及
ぼ
し
た
こ
と
は
、
私
の
淺
學
の
せ
ゐ
に
は
相
違
な
い
が
、
ま
こ
と
に
不
思
議
と
い
は
ね

ば
な
ら
ぬ
」（6

）
と
。

　

前
掲
論
文
の
四
年
後
に
西
田
が
発
表
し
た
論
文
「
現
代
の
哲
学
」（
一
九
一
六
）
で
は
、「
現
代
」
の
「
独
逸
哲
学
」
に
お
い
て
①
「
コ
ー

ヘ
ン
を
中
心
と
す
る
マ
ー
ル
ブ
ル
ヒ
学
派
」
と
②
「
ウ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
や
リ
ッ
ケ
ル
ト
を
中
心
と
す
る
い
わ
ゆ
る
独
逸
西
南
学
派
」

と
③
「
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
を
先
達
と
せ
る
マ
イ
ノ
ン
グ
や
リ
ッ
プ
ス
な
ど
、
特
に
ボ
ル
ツ
ァ
ー
ノ
を
復
興
し
て
こ
の
学
派
の
思
想
を
総
合

し
発
展
し
た
る
観
あ
る
フ
ッ
サ
ー
ル
の
一
派
〔
現
象
学
派
〕」（142

）（
3
）
が
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
ボ
ル
ツ
ァ
ー
ノ
や
ブ
レ
ン

タ
ー
ノ
か
ら
フ
ッ
サ
ー
ル
に
至
る
ま
で
の
哲
学
」（161
）
の
流
れ
を
追
い
、「
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
研
究 Phänom

enologie

」（165

）

を
紹
介
し
て
い
る
。
ボ
ル
ツ
ァ
ー
ノ
の
「
表
象
自
体 Vorstellungen an sich

」、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
「
対
象
の
〔
志
向
的
〕
内
在 die 

intentionale Inexistenz des G
egenstandes 

」 

、
マ
イ
ノ
ン
グ
の
「
対
象
論 G

egenstandstheorie

」、
ト
ヴ
ァ
ル
ド
フ
ス
キ
ー
の
「
表

象
に
お
い
て
作
用 A

kt

と
内
容 Inhalt 

と
対
象G

egenstand

」
の
区
別
を
紹
介
し
た
後
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、『
論
理
学
研
究
』

の
第
二
巻
と『
イ
デ
ー
ン
Ⅰ
』の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
て
い
る
。 

そ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は「
本
質
と
事
実
」「
ノ
エ
シ
ス
と
ノ
エ
マ
」

と
い
っ
た
考
え
で
、「
現
象
学
的
立
場
か
ら
意
味
を
含
む
も
の
と
し
て
、対
象
と
の
関
係
か
ら
見
て
非
常
に
精
密
な
る
研
究
を
な
し
て
い
る
」

（167f.

）
と
「
志
向
性
の
思
想
」
に
近
づ
き
、「
す
べ
て
の
立
場
を
除
去
し
て
純
我
の
立
場
か
ら
見
る
の
が
純
現
象
学
で
あ
る
」（169

）
と
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し
て
い
る
も
の
の
、〈
間
主
観
性
の
問
題
〉
は
ま
っ
た
く
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
複
雑
に
し
て
要
領
を
得
難
い
フ
ッ
サ
ー
ル
に
つ
い
て
述
べ
た
中
に
は
多
く
の
誤
解
が
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」（170

）
と
し
、
後

（
一
九
三
七
）の
注
記
で「
こ
の
時
代
は
始
め
て
フ
ッ
サ
ー
ル
が
紹
介
せ
ら
れ
た
頃
に
て
私
の
フ
ッ
サ
ー
ル
の
理
解
は
極
め
て
膚
浅
で
あ
る
」

（ibid.

）
と
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
、
西
田
の
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
へ
の
関
心
は
、
こ
の
程
度
で
あ
っ
た
。

二　

田
辺
元
と
フ
ッ
サ
ー
ル
の
『
改
造
』
論
文

　
『
フ
ッ
サ
ー
ル
年
代
記
（H

usserl-C
hronik

）』
に
は
、
西
田
の
講
義
録
『
現
代
に
お
け
る
理
想
主
義
の
哲
学
』
を
筆
記
し
た
山
内
得

立
、
フ
ッ
サ
ー
ル
が
リ
ッ
ケ
ル
ト
ら
の
編
集
す
る
雑
誌
『
ロ
ゴ
ス
』
に
発
表
し
た
論
文
「
厳
密
な
学
と
し
て
の
哲
学
」（
一
九
一
一
）
の
和

訳
「
学
と
し
て
の
哲
学
」
を
『
哲
学
雑
誌
』（
一
九
一
五
）
に
発
表
し
た
伊
藤
吉
之
助
ら
が
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
フ
ッ
サ
ー
ル
の
演
習
に

一
九
二
二
年
夏
学
期
に
参
加
し
た
こ
と
、
翌
一
九
二
三
年
夏
学
期
に
は
、
田
辺
元
が
参
加
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
一
九
二
六
年

に
は
、
高
橋
里
美
、
務
台
理
作
が
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
講
義
を
聴
く
と
と
も
に
、
自
宅
で
直
接
フ
ッ
サ
ー
ル
か
ら
現
象
学
に
つ
い
て
の
教
え

を
受
け
た
と
の
こ
と
だ
が
、
残
念
な
が
ら
、『
フ
ッ
サ
ー
ル
年
代
記
』
に
二
人
の
名
前
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
は
、

一
九
二
二
年
八
月
八
日
に
日
本
の
雑
誌
『
改
造
』
の
代
理
人
で
あ
るTadayoshi A

kita

が
、
同
誌
へ
の
論
文
寄
稿
を
手
紙
で
依
頼
し
て

き
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。『
改
造
』
は
一
九
一
九
年
に
創
刊
さ
れ
、
社
会
問
題
の
記
事
で
売
れ
行
き
を
伸
ば
し
た
総
合
雑
誌
で
、

一
九
二
一
年
に
は
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
を
、
一
九
二
二
年
に
は
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
日
本
に
招
き
、
リ
ッ
ケ
ル

ト
に
論
文
を
寄
稿
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。 

　

一
九
二
三
か
ら
二
四
年
に
か
け
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
が
寄
稿
し
た
論
文
が
三
本
、
日
本
の
雑
誌
『
改
造
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
引
き
続
き
掲



一
五
七

日
本
哲
学
史
に
お
け
る
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
受
容
　 〔
浜
渦
〕

載
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
諸
般
の
事
情
（
何
よ
り
大
き
か
っ
た
の
は
、
一
九
二
三
年
九
月
一
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
で
あ
っ
た
）
で

実
現
さ
れ
な
か
っ
た
二
本
の
論
文
と
と
も
に
、『
フ
ッ
サ
ー
ル
全
集
』
第
二
十
七
巻
に
「
刷
新
（Erneuerung

）
に
つ
い
て
の
五
つ
の
論
文
」

と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
が
こ
の
寄
稿
に
応
じ
た
理
由
の
一
つ
は
当
時
の
ド
イ
ツ
の
経
済
的
事
情
（
第
一
次
大
戦
後
の
イ

ン
フ
レ
）
で
あ
っ
た
が
、
も
う
ひ
と
つ
は
第
一
次
大
戦
後
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
、
す
な
わ
ち
、「
現
代
〔
第
一
次
大
戦
後
〕
の
政
治

的
社
会
的
状
況
と
取
り
組
み
、個
人
と
共
同
体
に
対
し
て
倫
理
的
な
生
活
形
式
を
規
定
し
よ
う
」と
す
る
動
機
か
ら
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、

『
改
造
』
に
掲
載
さ
れ
た
和
訳
論
文
の
訳
者
は
不
明
で
、『
フ
ッ
サ
ー
ル
全
集
』
第
二
十
七
巻
の
編
者
は 「
お
そ
ら
く
田
辺
元
が
翻
訳
を
仲

介
し
た
か
、
あ
る
い
は
自
ら
訳
し
た
の
で
は
」
と
推
測
し
て
い
る
。「
田
辺
は
、
一
九
二
三
年
夏
学
期
に
初
め
て
フ
ッ
サ
ー
ル
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
に
参
加
し
、
後
に
『
改
造
』
社
に
対
す
る
フ
ッ
サ
ー
ル
の
権
益
を
代
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
も
述
べ
て
い
る
。 

　

ま
た
、
こ
の
『
改
造
』
論
文
は
、「
た
だ
厳
密
な
学
だ
け
が
、
個
々
の
人
間
と
共
同
体
の
刷
新
に
対
し
て
確
実
な
出
発
基
盤
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
」（X

X
V

II, S. X
IV

）
と
い
う
思
想
に
よ
っ
て
導
か
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
、
一
九
一
一
年
に
西
南
ド
イ
ツ
学
派
（
新
カ

ン
ト
学
派
）
の
リ
ッ
ケ
ル
ト
ら
が
編
集
す
る
雑
誌
『
ロ
ゴ
ス
』
第
一
巻
に
掲
載
さ
れ
た
「
厳
密
な
学
と
し
て
の
哲
学
」
か
ら
、
一
九
三
六

年
に
ベ
オ
グ
ラ
ー
ト
で
発
行
さ
れ
て
い
た
国
際
哲
学
雑
誌
『
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
』
に
掲
載
さ
れ
た
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
学
の
危
機
と
超
越
論

的
現
象
学
』
の
第
一
・
二
部
ま
で
の
中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
論
考
で
あ
る
と
と
も
に
、
倫
理
学
の
問
題
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
、
フ
ラ

イ
ブ
ル
ク
時
代
の
『
倫
理
学
入
門
、
一
九
二
〇
―
一
九
二
四
年
夏
学
期
講
義
』（『
フ
ッ
サ
ー
ル
全
集
』
第
三
十
七
巻
）
と
の
関
係
で
考
察

さ
れ
る
べ
き
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
『
改
造
』
論
文
が
、
当
時
の
日
本
哲
学
界
に
ど
れ
だ
け
の
影
響
を
与
え
た
の
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
、
寡
聞
に
し
て
私
に
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。 

　

一
九
二
三
年
九
月
十
九
日
付
け
で
、
西
田
は
フ
ッ
サ
ー
ル
か
ら
の
書
簡
を
受
け
取
っ
て
い
る
（『
下
村
寅
太
郎
著
作
集
』
第
十
二
巻
で

紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、『
フ
ッ
サ
ー
ル
書
簡
集
』H

usserl: Briefw
echsel, V

I 

に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
）。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、西
田
の
『
意
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識
の
問
題
』（
一
九
二
〇
）
と
『
芸
術
と
道
徳
』（
一
九
二
三
）
を
受
け
取
っ
た
こ
と
に
感
謝
を
述
べ
た
後
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
木
場
了
本
か

ら
『
自
覚
に
お
け
る
直
観
と
反
省
』（
一
九
一
七
）
を
す
で
に
贈
り
物
と
し
て
受
け
取
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
田
辺
元
よ
り
興
味
あ
る
と
こ
ろ

を
伝
え
て
も
ら
っ
て
お
り
、
近
い
内
に
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
勉
学
し
て
い
る
日
本
人
に
よ
っ
て
西
田
の
著
作
に
よ
る
講
義
を
き
く
機
会
を
見

出
し
た
い
旨
、
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
書
物
の
お
返
し
に
よ
っ
て
お
礼
す
る
こ
と
を
切
望
し
て
い
る
が
、
前
年
に
『
改
造
』
に
載
せ
た
最

初
の
論
文
の
抜
き
刷
り
を
一
部
も
受
け
取
っ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
続
い
て
『
改
造
』
に
送
っ
た
三
つ
の
論
文
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
返
信
が

な
く
、
刊
行
さ
れ
た
か
否
か
す
ら
知
ら
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
旨
、
述
べ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
一
九
二
三
年
九
月
一
日
に
発
生
し
た

関
東
大
震
災
に
つ
い
て
、「
大
い
な
る
悲
し
み
の
念
を
以
て
、
否
、
心
の
底
ま
で
衝
撃
を
受
け
て
、
震
災
に
よ
っ
て
日
本
の
大
部
分
に
襲

い
か
か
っ
た
巨
大
な
不
幸
を
聴
き
ま
し
た
。
私
は
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
痛
切
に
感
じ
ま
す
。
私
は
日
本
の
哲
学
の
貴
重
な
若
い
代
表
者

た
ち
を
識
っ
て
お
り
、
日
本
に
対
し
て
暖
か
い
関
心
を
抱
い
て
い
る
の
で
す
か
ら
」
と
、
気
配
り
を
示
し
て
い
る
。 

　

他
方
、田
辺
元
は
、一
九
二
二
―
一
九
二
四
年
（
こ
の
間
の
一
九
二
三
年
に
関
東
大
震
災
）
に
ド
イ
ツ
留
学
し
、フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
フ
ッ

サ
ー
ル
の
講
義
の
み
な
ら
ず
、ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
一
九
二
三
年
夏
学
期
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
の
講
義
「
オ
ン
ト
ロ
ギ
ー
（
事
実
性
の
解
釈
学
）」

も
聞
い
て
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
は
親
し
く
な
っ
た
。
帰
国
後
ま
も
な
く
、
論
文
「
現
象
学
に
お
け
る
新
し
き
転
向
―
―
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の

生
の
現
象
学
―
―
」（
一
九
二
四
）
を
発
表
し
た
。
そ
れ
は
、
ま
ず
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
を
「
厳
密
な
る
学
と
し
て
の
哲
学
」
と
い

う
「
所
謂
「
学
の
哲
学
」
と
「
生
の
哲
学
」
と
の
両
極
を
統
一
す
る
希
望
」（19

）
を
目
指
す
も
の
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
田
辺
は
、「
真
に
我
々
が
接
近
の
途
を
有
す
る
具
体
的
な
る
体
験
に
於
て
完
成
せ
ら
れ
、
我
々
の
そ
れ
に
対
す
る
交
渉
の
仕
方
に
相
対

的
に
意
味
を
有
す
る
意
識
の
志
向
性
を
明
に
し
、
そ
れ
自
身
が
意
識
そ
の
も
の
の
自
覚
的
発
展
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
現
象
学
が
要

求
せ
ら
れ
る
」（24

）
と
し
て
、「
志
向
性
の
思
想
」
に
着
目
つ
つ
も
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
「
生
の
現
象
学
」
な
い
し
「
解
釈
的
現
象
学
」

が
「
こ
の
要
求
に
応
ぜ
ん
と
す
る
も
の
」
で
、
こ
ち
ら
の
方
を
、「
フ
ッ
サ
ー
ル
の
立
場
の
制
限
を
知
る
と
共
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
影
響



一
五
九
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本
哲
学
史
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る
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
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受
容
　 〔
浜
渦
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の
下
に
現
象
学
を
新
し
き
方
向
に
転
ぜ
し
め
よ
う
と
し
て
居
る
」
と
、「
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
現
象
学
の
方
法
に
與
え
よ
う
と
す
る
新
し
い

転
向
」（25
）
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　

田
辺
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
い
う
「
自
然
的
態
度
」
に
お
い
て
は
、「
自
我
の
外
に
多
数
の
自
我
が
あ
り
、
此
等
自
他
の

我
に
対
立
し
て
非
我
の
世
界
が
我
を
超
越
し
て
無
限
の
時
間
空
間
の
内
に
無
限
に
生
起
消
滅
す
る
個
々
の
事
実
の
総
体
と
し
て
存
在
す

る
」（26

）
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、「
此
の
如
く
接
近
の
通
路
を
重
ん
じ
、
世
界
と
何
ら
か
の
方
法
に
於
て
交
渉
す
る
そ
の
仕
方
に
相
対

的
に
意
味
の
完
成
を
な
す
意
識
を
現
象
学
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
そ
の
理
解
を
主
観
相
互
の
間
に
全
然
相
通
ず
る
所
な
き
極
端
に
個
人

的
の
も
の
た
ら
し
む
る
恐
は
無
い
か
」（29f.

）
と
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
田
辺
も
ま
た
、
フ
ッ
サ
ー
ル
が
〈
間
主
観
性
の
問
題
〉
に
取
り

組
ん
で
き
て
い
る
こ
と
に
は
気
づ
か
ず
、「
独
我
論
的
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
断
じ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
つ
い
て
は
、「
此
の
如
く
独
我
論
的
乃
至
相
対
論
的
思
想
は
已
に
理
論
的
構
成
の
産
物
で
あ
っ
て
、
具

体
的
に
は
現
実
存
在
は
そ
の
表
現 A

usgelegtheit 

の
流
動
的
な
る
公
共
圏Ö

ffentlichkeit

を
有
し
、
現
実
の
生
活
云
為
は
此
内
に
於
て

行
わ
れ
る
の
で
あ
る
」（30

）
と
評
価
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
論
文
末
尾
で
田
辺
が
、「
逃
れ
ん
と
し
て
逃
る
る
こ
と
の
出
来
ぬ
も
の
と

し
て
、
之
に
対
し
配
慮
す
る
仕
方
が
現
実
存
在
の
存
在
性
を
形
造
る
の
で
あ
る
か
ら
、
寧
ろ
確
実
な
る
死
を
、
進
ん
で
覚
悟
す
る
所
に
こ

そ
生
が
自
覚
的
に
顕
現
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」（34
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
や
が
て
三
年
後
に
は
発
表
さ
れ
る
『
存
在
と
時
間
』

の
「
死
に
至
る
存
在
」
や
「
先
駆
的
覚
悟
性
」
と
い
う
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
を
日
本
の
読
者
に
先
取
り
し
て
伝
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
多
く
の
日
本
の
読
者
の
関
心
を
、〈
フ
ッ
サ
ー
ル
か
ら
ハ
イ
デ
ガ
ー
へ
〉
と
導
く
も
の
と
も
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

　

田
辺
が
翌
年
発
表
し
た
「
認
識
論
と
現
象
学
」（
一
九
二
五
）
で
も
、「
今
日
現
象
学
派
は
、
独
逸
哲
学
に
於
て
最
も
有
力
な
る
学
派
と

な
り
、
一
九
一
三
年
以
来Jahrbuch für Philosophie und phänom

enologische Forschung

（
哲
学
及
び
現
象
学
的
研
究
の
た
め
の

年
報
）
を
発
行
し
て
そ
の
機
関
と
し
、
直
接
此
学
派
に
属
せ
ざ
る
も
間
接
の
影
響
を
受
く
る
も
の
は
極
め
て
多
く
」（41

）
な
っ
て
い
る



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
八
号

一
六
〇

こ
と
を
報
告
し
つ
つ
、『
イ
デ
ー
ン
Ⅰ
』
に
よ
り
な
が
ら
、
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
を
と
く
に
認
識
論
の
問
題
圏
に
お
い
て
解
説
し
て
い
る
。 

前
論
文
に
比
べ
新
し
い
と
こ
ろ
は
、「
認
識
の
現
象
学
的
解
明
」
と
し
て
、「
維
持R

etention

と
予
想Protention

」
と
の
意
味
志
向
の

関
係
に
お
い
て
「
現
象
学
的
時
間
」
が
成
立
す
る
こ
と
や
、
外
部
知
覚
に
お
い
て
は
、「
十
全
性
が
部
分
的
象
面
に
止
ま
り
」、「
隈
を
描

くabschatten
」
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、「
原
点
」
と
し
て
の
「
身
體
」
が
言
及
さ
れ
、「
自
然
界
に
お
け
る
身
體
を
基
と
し
感
情
移
入
に
由
っ

て
自
他
の
精
神
間
に
交
互
の
理
解
を
な
す
」
と
言
わ
れ
、「
此
思
想
が
廣
く
哲
學
全
體
に
新
し
き
展
望
を
開
か
ん
と
し
つ
つ
あ
る
所
に
現

象
学
の
哲
学
史
的
意
義
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
」（64-66

）
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
更
に
は
、「
現
象
學
よ
り
観
た
る
意
識
の
一
般
的
本
質
」

と
し
て
、「
意
識
は
常
に
そ
の
焦
点
の
周
囲
に
無
限
の
背
景
意
識
を
持
つ
」（67

）
こ
と
、「
具
体
的
な
る
意
識
の
本
質
は
ノ
エ
マ
と
ノ
エ

シ
ス
と
の
相
関
的
な
る
関
係
と
し
て
の
志
向
性
に
成
立
す
る
」（68

）
こ
と
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
前
論
文
の
論
調
と
同
様
に
、「
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
學
が
意
識
を
靜
的
に
我
々
の
前
に
据
ゑ
て
そ
の
意
味
的
構
造
を
分
析
す

る
點
に
於
て
、
猶
多
少
模
寫
主
義
的
傾
向
を
有
す
る
に
對
し
、
此
〔
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
〕
解
釈
學
的
現
象
學
に
於
て
は
意
識
を
歴
史
に
於
て

具
體
的
に
發
展
す
る
も
の
と
観
、
現
象
學
そ
の
も
の
を
も
意
識
の
自
己
發
展
自
己
表
現
と
解
す
る
こ
と
で
あ
る
」（70

）
と
、〈
カ
ン
ト
か

ら
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
〉に
似
た〈
フ
ッ
サ
ー
ル
か
ら
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
へ
〉と
い
う
動
き
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。 

フ
ッ
サ
ー
ル
は
、

一
九
二
〇
年
代
頃
に
、
こ
れ
ま
で
の
「
静
態
的
（statisch
）
現
象
学
」
か
ら
「
発
生
的
（genetisch

）
現
象
学
」
へ
の
展
開
を
行
っ
て

い
た
が
、
そ
の
こ
と
は
著
作
で
は
ま
だ
現
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
の
記
述
を
見
る
と
、
田
辺
が
聴
講
し
た
フ
ッ
サ
ー
ル
の
講
義

（
一
九
二
三
年
、「
超
越
論
的
論
理
学
に
つ
い
て
」）
か
ら
も
、
そ
う
い
う
考
え
を
受
け
取
っ
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



一
六
一

日
本
哲
学
史
に
お
け
る
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
受
容
　 〔
浜
渦
〕

三　

高
橋
里
美
に
よ
る
新
た
な
「
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
」
像

　

フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
一
九
一
六
年
に
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
か
ら
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
に
着
任
し
た
が
、『
イ
デ
ー
ン
Ⅰ
』（
一
九
一
三
）

の
出
版
後
、
い
く
つ
か
の
論
文
と
講
演
を
除
い
て
、
十
五
年
間
、
著
作
を
出
版
し
な
か
っ
た
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』（
一
九
二
七
）

の
刊
行
に
刺
激
さ
れ
て
、
一
九
二
八
年
の
退
職
の
年
に
、
か
つ
て
（
一
九
〇
四
）
の
講
義
草
稿
と
関
連
草
稿
を
編
集
し
て
い
た
原
稿
を
、

前
述
の
『
年
報
』
に
『
内
的
時
間
意
識
の
現
象
学
』（
ハ
イ
デ
ガ
ー
編
）
と
し
て
刊
行
し
た
。
続
け
て
翌
年
一
九
二
九
年
に
は
、
こ
れ
も
講

義
草
稿
を
基
に
し
て
『
形
式
的
論
理
学
と
超
越
論
的
論
理
学
』
を
刊
行
し
、翌
一
九
三
〇
年
に
は
論
文
「
イ
デ
ー
ン
後
書
き
」
を
発
表
し
、

翌
一
九
三
一
年
に
は
、
一
九
二
九
年
に
パ
リ
と
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で
行
っ
た
講
演
の
仏
語
訳
『
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
長

い
間
の
「
沈
黙
の
時
代
」
の
後
に
、
活
発
な
表
現
活
動
の
時
期
が
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
頃（
一
九
二
九
―
三
〇
）、「
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
詣
」か
ら
帰
国
し
た
高
橋
里
美
が
続
々
と
論
文
を
発
表
し
、そ
れ
ら
を
ま
と
め
た『
フ
ッ

セ
ル
の
現
象
学
』（
一
九
三
一
）
お
よ
び
『
全
体
の
立
場
』（
一
九
三
二
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、高
橋
が
「
一
九
二
六
年
の
秋
か
ら
、

翌
年
夏
に
か
け
て
の
二
学
期
」
の
あ
い
だ
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
冬
学
期
講
義
「
現
象
学
入
門
」
と
夏
学
期
講
義
「
自
然
と
精
神
」
を
聴
講
、

演
習
「
カ
ン
ト
の
純
粋
理
性
批
判
」
に
参
加
し
、帰
国
後
に
刊
行
さ
れ
た
フ
ッ
サ
ー
ル
の
著
作
『
内
部
時
間
意
識
の
現
象
学
』（
一
九
二
八
）

や
『
形
式
的
及
び
先
験
的
論
理
学
』（
一
九
二
九
）
お
よ
び
「
イ
デ
ー
ン
へ
の
追
記
」（
一
九
三
〇
）
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
ま
と
め
た
研
究
の

成
果
だ
っ
た
。

　

彼
は
そ
の
滞
在
中
に
学
ん
だ
こ
と
を
振
り
返
り
、「
所
謂
現
象
學
な
る
も
の
は
、
私
が
日
本
に
あ
っ
て
、
彼
れ
の
著
書
や
、
彼
れ
に
つ

い
て
の
紹
介
な
ど
を
通
し
て
想
像
し
て
ゐ
た
も
の
と
は
、
そ
の
主
張
に
於
て
、
殊
に
そ
の
動
機
に
於
て
、
か
な
り
に
違
っ
た
も
の
だ
と
い



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
八
号

一
六
二

う
こ
と
を
覺
っ
た
」（1

）
と
述
べ
て
い
る
。 

そ
こ
で
、「
最
近
の
哲
學
界
の
情
勢
か
ら
見
れ
ば
、
人
々
の
心
は
フ
ッ
セ
ル
の
所
謂
構
成
的

現
象
學
か
ら
、
ハ
イ
デ
ッ
ゲ
ル
の
解
釋
學
的
現
象
學
の
方
へ
と
傾
向
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
が
、
そ
の
故
を
以
て
後
者
に
よ
っ

て
前
者
が
全
然
無
用
に
さ
れ
た
と
考
へ
る
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
恐
ら
く
大
な
る
誤
り
で
あ
ら
う
」（6

）
と
し
、「
フ
ッ
セ
ル
的
な

方
法
に
よ
る
眞
面
目
な
現
象
學
的
研
究
は
、
寧
ろ
こ
れ
か
ら
だ
と
い
う
氣
さ
へ
す
る
」（7

）
と
再
評
価
を
訴
え
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、『
論

理
学
研
究
』
と
『
イ
デ
ー
ン
』
に
基
づ
い
た
従
来
の
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
紹
介
書
に
は
な
か
っ
た
、
新
し
く
刊
行
さ
れ
た
『
内
的
時
間
意

識
の
現
象
学
』
や
『
形
式
的
論
理
学
と
超
越
論
的
現
象
学
』
も
考
慮
に
入
れ
た
、
新
し
い
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
像
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

同
書
で
、高
橋
は
、フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
に
つ
い
て
、「
現
象
學
的
還
元
」に
よ
っ
て「
吾
々
の
生
活
體
驗
、即
ち
日
常
性（A

lltäglichkeit

）

に
戻
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
」（9
）
と
解
説
し
、「
世
界
の
客
觀
性
は
か
か
る
純
粋
意
識
の
た
だ
一
個
に
よ
っ
て
還
元
し
盡
く
す
こ
と
は

出
來
ぬ
も
の
で
、
こ
れ
を
殘
り
な
く
還
元
し
切
る
に
は
多
數
の
主
觀
に
よ
る
共
同
的
還
元
に
俟
た
ね
ば
な
ら
ぬ
」（10

）
と
し
て
、「
自
我

論
的
還
元
（die egologische R

eduktion
）」
と
と
も
に
「
間
主
觀
的
還
元
（die intersubjektive R

eduktion

）」
と
い
う
二
つ
の
「
現

象
學
的
還
元
」
が
必
要
と
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
、「
人
格
的
態
度
（personale Einstellung

）
乃
至
は
精
神
的
（geistige

）
態
度
」（11

）

と
い
う
、
後
に
『
イ
デ
ー
ン
Ⅱ
』
の
刊
行
（
一
九
五
二
）
に
よ
っ
て
日
の
目
を
み
る
こ
と
に
な
る
用
語
に
も
言
及
し
な
が
ら
、「
凡
て
の

客
観
性
は
こ
の
純
粋
主
観
性
に
於
て
構
成
せ
ら
れ
る
（[sich] konstituieren

）
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
蓋
し
フ
ッ
セ
ル
の
根
本

思
想
で
あ
る
」（12

）
と
喝
破
し
て
い
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
高
橋
は
「
間
主
観
的
還
元
」
に
つ
い
て
の
フ
ッ
サ
ー
ル
の
考
え
を
要
約
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
他
我
の
認
識
」
が
い
か

に
し
て
可
能
か
に
つ
い
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
「
感
情
移
入
（Einfühlung
）」
と
い
う
途
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
、「
従
來
の
感
情
移

入
説
を
ば
不
完
全
な
る
も
の
と
し
、
彼
れ
の
現
象
學
の
立
場
か
ら
、
こ
の
現
象
の
根
本
的
解
明
を
な
す
と
称
し
て
い
る
」（58

）
と
要
約

す
る
。
た
だ
し
、「
彼
れ
の
感
情
移
入
に
関
す
る
意
見
は
『
イ
デ
ー
ン
』
や
『
自
然
と
精
神
』『
先
驗
的
論
理
學
』
等
の
講
義
の
所
々
に
斷



一
六
三

日
本
哲
学
史
に
お
け
る
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
受
容
　 〔
浜
渦
〕

片
的
に
散
見
す
る
が
、
彼
れ
の
現
象
學
に
對
す
る
そ
の
意
義
の
頗
る
重
大
な
る
に
も
拘
ら
ず
、
た
だ
一
寸
こ
れ
に
関
説
し
て
ゐ
る
だ
け
で

未
だ
纏
ま
っ
た
叙
述
に
接
し
な
い
」（58

）
と
不
満
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、「
そ
の
當
時
フ
ッ
セ
ル
の
新
ら
し
い
問
題
は
こ
の
感
情
移
入

の
問
題
で
、
彼
は
こ
の
困
難
な
る
問
題
に
つ
い
て
苦
闘
し
て
ゐ
る
様
に
見
え
た
」（58

）
と
付
け
加
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
制
約
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
橋
は
、「
感
情
移
入
（
實
は
他
我
の
知
覺
の
意
）
の
現
象
を
開
明
す
る
に
は
、
先
ず
こ
の
身
體
性
（Leiblichkeit

）

を
現
象
學
的
に
研
究
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」（59

）
と
、〈
身
体
性
の
現
象
学
〉
の
重
要
性
を
見
抜
い
て
い
る
。

　

こ
こ
で
高
橋
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
単
子
（
モ
ナ
ド
）
と
の
関
連
を
指
摘
し
、「
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
單
子
は
相
互
に
實
際
的
交
渉
を

な
す
窓
を
有
た
な
い
と
考
え
た
が
、
フ
ッ
セ
ル
は
單
子
は
身
體
性
と
い
う
窓
を
も
っ
て
ゐ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
他
と
関
係
す
る
と
考
へ

る
」（59

）
と
解
説
す
る
。
さ
ら
に
、「
吾
々
の
前
科
學
的
世
界
經
驗
に
於
け
る
時
間
及
び
空
間
は
、
物
理
學
的
時
空
の
如
く
に
等
質
的
な

も
の
で
な
く
し
て
、
定
位
せ
ら
れ
た
（orientiert

）
も
の
で
あ
る
。
…
…
卽
ち
そ
れ
は
時
間
配
景
と
空
間
配
景
（Zeitperspektiv und 

R
aum

perspektiv

）と
を
も
つ
の
で
あ
る
」（59
）と
し
て
、フ
ッ
サ
ー
ル
が
一
九
〇
五
年
の
講
義「
内
的
時
間
意
識
の
現
象
学
」お
よ
び「
物

と
空
間
」
で
論
じ
、
後
に
『
危
機
』
書
（
一
九
三
六
）
で
展
開
す
る
生
活
世
界
的
な
時
間
・
空
間
に
も
言
及
し
て
い
る
。「
こ
の
定
位
せ

ら
れ
た
時
空
の
世
界
に
於
い
て
定
位
の
原
點
（
零
點N

ullpunkt

）
に
位
す
る
原
體
（
零
體N

ullobjekt

）」（59

）
こ
そ
が
、「
身
体
（Leib

）」

で
あ
り
、そ
れ
は
「
身
体
主
観
性
（Leibsubjektivität

）」（60
）
と
も
呼
ぶ
べ
き
「
知
覺
の
機
關
（O

rgan

）」
で
あ
り
、そ
れ
は
特
有
の
「
運

動
感
覺
（K

inästhese

）」（60

）
を
も
つ
も
の
だ
と
要
約
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
〈
身
体
の
現
象
学
〉
に
踏
ま
え
た
上
で
、「
他
の
自
我
の
認
識
」
は
、「
他
人
の
身
體
と
自
己
の
身
體
と
の
間
に
は
或
る
類

似
が
存
す
る
」（62

）こ
と
に
基
づ
く
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は「
全
く
新
し
い
根
本
經
驗
」（62

）で
あ
り
、一
つ
の「
解
釋（Interprätation

）」

し
か
も
、「
他
の
凡
て
の
解
釋
の
基
礎
た
る
根
本
解
釋
」 （62

）
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、「
こ
れ
は
吾
々
に
直
接
な
る
原
本
的
經
驗
に

は
屬
し
な
い
け
れ
ど
も
、
卽
ち
、
一
の
超
越
に
屬
す
る
け
れ
ど
も
、
吾
々
の
原
本
的
經
驗
の
中
に
已
に
他
我
（alter ego

）
に
対
す
る
指



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
八
号

一
六
四

示
（Indikation

）、
感
情
移
入
の
動
機
（M

otivation

）
が
含
ま
れ
て
い
る
」（62f.

）
と
結
論
づ
け
る
が
、
こ
れ
は
フ
ッ
サ
ー
ル
が
『
デ

カ
ル
ト
的
省
察
』
で
使
う
「〝
異
他
（Frem

d

）〞
な
る
も
の
の
特
徴
は
、
原
本
的
に
近
づ
き
え
な
い
も
の
に
近
づ
き
う
る
と
い
う
性
格

（Zugänglichkeit des original U
nzugänglichen

）
に
あ
る
」（I, 144

）
と
い
う
言
い
方
を
予
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
に
「
他
我
の
存
在
の
認
識
が
現
象
學
的
に
解
明
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
次
に
多
く
の
自
我
の
間
の
相
互
理
解
、
相
互
同
意
と
い
ふ

こ
と
、
多
數
の
個
人
的
な
原
本
的
體
驗
の
間
の
相
互
的
一
致
と
い
ふ
こ
と
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
」（64

）
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
、「
人

格
的
世
界
及
び
文
化
的
歴
史
的
社
會
的
な
世
界
を
現
象
學
的
に
構
成
す
る
こ
と
が
出
來
る
」（65

）
と
い
う
フ
ッ
サ
ー
ル
の
構
想
を
紹
介

し
て
い
る
。 

　

こ
う
し
て
、
高
橋
は
こ
の
『
フ
ッ
セ
ル
の
現
象
学
』
に
お
い
て
、
彼
が
聴
講
し
た
講
義
と
そ
の
後
に
出
版
さ
れ
た
ば
か
り
の
い
く
つ
か

の
新
著
に
基
づ
い
て
、
と
は
い
え
、
ま
だ
当
時
は
未
発
表
で
後
に
『
フ
ッ
サ
ー
ル
全
集
』
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
大
量
の
未
刊
草
稿

を
目
に
す
る
こ
と
な
し
に
、〈
間
主
観
性
の
問
題
〉
こ
そ
が
「
フ
ッ
セ
ル
の
根
本
思
想
」
だ
と
喝
破
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
同

書
を
出
版
し
た
翌
一
九
三
二
年
、高
橋
は
、そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
フ
ッ
サ
ー
ル
に
つ
い
て
の
論
考
を
他
の
諸
論
考
と
併
せ
て
、論
文
集
『
全

体
の
立
場
』
と
し
て
刊
行
し
、
そ
の
序
で
は
、「
ハ
イ
デ
ッ
ゲ
ル
の
存
在
論
や
、
シ
ェ
ー
レ
ル
の
人
間
學
や
、
デ
ィ
ル
タ
イ
一
派
の
生
の

哲
學
な
ど
に
對
し
て
も
次
第
に
深
き
興
味
を
覺
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
私
の
思
索
を
刺
戟
す
る
こ
と
の
最
も
多
か
っ
た
も
の

は
、
西
田
先
生
の
哲
學
で
あ
り
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
學
派
、
獨
逸
西
南
學
派
、
現
象
學
派
（
こ
と
に
フ
ッ
セ
ル
）
な
ど
の
哲
學
で
あ
り
、
ま

た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
學
で
あ
っ
た
」（1

）
と
、フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
を
超
え
る
関
心
の
広
が
り
を
明
か
し
て
い
る
。
わ
ず
か
に
垣
間
見
た
〈
間

主
観
性
の
問
題
〉
へ
の
注
目
は
、
残
念
な
が
ら
、
高
橋
に
お
い
て
そ
れ
以
上
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

と
も
か
く
、
こ
れ
ら

高
橋
の
著
作
を
中
心
に
、「
二
〇
年
代
末
か
ら
三
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
の
時
期
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
現
象
学
研
究
の
礎
が
置
か
れ
た

と
言
っ
て
も
よ
い
」（
藤
田
正
勝
）
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う 

。



一
六
五

日
本
哲
学
史
に
お
け
る
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
受
容
　 〔
浜
渦
〕

四　

和
辻
哲
郎
に
よ
る
「
間
柄
」
の
現
象
学

　

一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
、
フ
ッ
サ
ー
ル
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
中
心
と
し
た
現
象
学
の
研
究
を
踏
ま
え
て
独
自
の
日
本
哲
学
を
展
開
す
る

試
み
が
、三
木
清
や
九
鬼
周
造
ら
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
。
そ
の
頃
、「
純
粋
経
験
」
の
立
場
か
ら
「
場
所
」
の
立
場
へ
の
転
換
の
途
上
に
あ
っ

た
西
田
が
発
表
し
た
論
文「
私
と
汝
」（
一
九
三
二
）は
、必
ず
し
も
現
象
学
か
ら
の
影
響
下
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、シ
ェ
ー
ラ
ー

の
著
作
『
共
感
の
本
質
と
諸
形
式
（W

esen und Form
en der Sym

pathie

）』（
一
九
二
三
）
を
踏
ま
え
て
い
る
と
思
わ
れ
、
こ
の
時
期

に
西
田
は
も
は
や
フ
ッ
サ
ー
ル
と
の
交
流
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ッ
サ
ー
ル
も
ま
た
こ
の
時
期
に
、
ブ
ー
バ
ー
の
著
作
『
我

と
汝
』（
一
九
二
三
）
と
は
直
接
の
関
係
が
な
い
ま
ま
「
我
―
汝
」
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
（X

III

）、
そ
の
同
時
代
性
を
考
察
す
る

価
値
は
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
因
み
に
、
西
田
は
、
ブ
ー
バ
ー
『
我
と
汝
』
に
言
及
し
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、「
我
と
汝
」
を
論
じ
た
先

駆
者
と
し
て
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
『
将
来
の
哲
学
の
根
本
命
題
』（
一
八
四
三
）
に
も
言
及
し
て
い
な
い
（
翌
年
発
表
し
た
論
文
「
行
為
的

自
己
の
立
場
」
一
九
三
三
（9

）
で
は
、フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
言
及
し
て
い
る
）。
前
述
の
よ
う
に
、フ
ッ
サ
ー
ル
の
〈
間
主
観
性
の
問
題
〉

を
追
う
こ
と
は
な
か
っ
た
西
田
で
あ
る
が
、
こ
の
論
文
「
私
と
汝
」
で
は
、
自
ら
の
思
想
的
発
展
の
な
か
で
、
そ
の
問
題
を
異
な
る
仕
方

で
論
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

　

こ
の
論
文
は
、「
私
は
他
人
が
何
を
考
え
、
何
を
思
う
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
人
と
私
と
は
言
語
と
か
文
字
と
か
い
う
如
き

い
わ
ゆ
る
表
現
を
通
じ
て
相
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
私
と
汝
と
は
直
に
結
合
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
唯
外
界
を
通
じ
て
相
結
合
す
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」（265

）
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
上
述
の
フ
ッ
サ
ー
ル
の
〈
間
主
観
性
の
問
題
〉
の
枠

組
み
か
ら
す
る
と
、
経
験
的
次
元
に
お
い
て
私
は
他
人
を
ど
う
認
識
す
る
か
と
い
う
い
わ
ゆ
る
他
我
認
識
に
つ
い
て
の
議
論
と
言
っ
て
よ



日
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哲
学
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研
究
　
第
十
八
号

一
六
六

い
だ
ろ
う
。
西
田
が
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
ど
こ
か
ら
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
か
を
考
え
る
と
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
「
類
推
説
」
と
「
感

情
移
入
」
説
を
批
判
す
る
文
脈
で
、「
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
レ
ル
」（298

）
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
西
田
は
こ
の
よ
う
な
他
我

認
識
の
問
い
そ
の
も
の
を
批
判
す
る
か
の
よ
う
に
、
問
題
設
定
の
前
提
に
な
っ
て
い
る
「
内
界
と
外
界
と
い
う
も
の
が
本
来
相
対
立
し
た

も
の
で
な
く
、
一
つ
の
世
界
の
両
面
と
い
う
如
き
も
の
に
過
ぎ
な
い
」（265

）
と
述
べ
、
ま
た
、「
そ
れ
が
実
在
的
と
考
え
ら
れ
る
限
り
、

時
の
形
式
に
当
嵌
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」（266

）
と
し
て
、「
非
連
続
の
連
続
と
し
て
の
時
と
い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
る
」

（266

）
と
、「
私
と
汝
」
の
問
い
が
「
時
」
の
問
題
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
も
示
し
、結
局
の
と
こ
ろ
、「
私
と
汝
と
の
関
係
に
つ
い
て
種
々

な
る
難
問
は
、
内
界
と
外
界
と
が
対
立
し
、
各
自
が
絶
対
的
に
自
己
自
身
に
固
有
な
る
内
界
を
有
つ
と
考
え
る
か
ら
起
こ
る
の
で
あ
る
」

（271

）
と
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
議
論
を
踏
襲
す
る
か
の
よ
う
に
、
問
い
の
前
提
が
誤
っ
て
い
る
と
批
判
す
る
。 

　

し
か
し
、西
田
の
真
骨
頂
は
、こ
の
論
文
が
、『
善
の
研
究
』（
一
九
一
一
）
か
ら
十
六
年
後
に
出
版
さ
れ
た
『
働
く
も
の
か
ら
見
る
も
の
へ
』

（
一
九
二
七
）
で
「
大
き
な
転
換
を
遂
げ
」
新
し
い
境
地
を
開
い
た
「
場
所
」
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、そ
れ
を
「
無
の
場
所
」
と
し
、そ
れ
が
「
自

己
の
な
か
に
自
己
を
映
す
」と
い
う「
自
覚
」と
捉
え
た
う
え
で
執
筆
さ
れ
た
、退
職（
一
九
二
八
）後
最
初
の
論
文
集『
無
の
自
覚
的
限
定
』

（
一
九
三
二
）
の
第
八
論
文
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
の
論
文
集
は
、「
場
所
」
を
「
絶
対
無
の
場
所
」
と
い
う
一
つ
の

宗
教
的
意
識
と
し
て
解
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
論
文
「
私
と
汝
」
は
、
上
記
の
経
験
的
次
元
で
の
他
我
認
識
へ
の
問
い
を
退

け
た
の
ち
、「
個
物
と
環
境
」
に
つ
い
て
、「
環
境
な
く
し
て
個
物
と
い
う
も
の
も
な
け
れ
ば
、
個
物
な
く
し
て
環
境
と
い
う
も
の
も
な
い
」

（269

）
と
相
補
的
関
係
を
主
張
し
、「
真
の
弁
証
法
と
い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
る
に
は
、
物
が
環
境
に
於
い
て
あ
り
、
環
境
が
物
を
限
定

し
、
物
が
環
境
を
限
定
す
る
と
い
う
考
え
か
ら
出
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
即
ち
場
所
的
限
定
の
立
場
か
ら
出
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」（270

）
と
、

言
わ
ば
超
越
論
的
な
次
元
に
お
け
る
「
場
所
的
限
定
」
に
つ
な
げ
る
も
の
だ
っ
た
。 

　

特
に
そ
の
よ
う
な
超
越
論
的
な
次
元
へ
の
論
及
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、「
私
と
汝
と
は
絶
対
に
他
な
る
も
の
で
あ
る
。



一
六
七

日
本
哲
学
史
に
お
け
る
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
受
容
　 〔
浜
渦
〕

私
と
汝
と
を
包
摂
す
る
何
ら
の
一
般
者
も
な
い
。
し
か
し
、
私
は
汝
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
私
で
あ
り
、
汝
は
私
を
認
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
汝
で
あ
る
。
私
の
底
に
汝
が
あ
り
、
汝
の
底
に
私
が
あ
る
、
私
は
私
の
底
を
通
じ
て
汝
へ
、
汝
は
汝
の
底
を
通
じ
て
私
へ
結
合
す

る
」（307
）
と
主
張
す
る
く
だ
り
で
あ
ろ
う
。「
私
と
汝
と
の
関
係
も
こ
こ
に
も
と
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（311

）
と
は
、
そ
れ
が

こ
の
よ
う
な
超
越
論
的
次
元
に
お
い
て
初
め
て
可
能
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
論
文
「
私
と
汝
」
の
結

論
部
で
、
そ
れ
が
「
自
己
自
身
の
中
に
絶
対
の
他
を
見
る
と
い
う
絶
対
無
の
自
覚
的
限
定
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
社
会
的
・
歴
史
的
限
定

と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
我
々
の
自
己
は
か
か
る
意
味
に
お
い
て
限
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
」（344f.

）
と
か
、「
自
己
自
身
の
底
に

蔵
す
る
絶
対
の
他
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
絶
対
の
汝
と
い
う
意
義
を
有
す
る
が
故
に
、
我
々
は
自
己
の
底
に
無
限
の
責
任
を
感
じ
、
自
己

の
存
在
そ
の
も
の
が
罪
悪
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（347

）
と
か
、「
私
と
汝
と
は
同
じ
く
歴
史
に
於
い
て
あ
り
、
歴
史
に
よ
っ

て
限
定
せ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
神
の
創
造
物
で
あ
る
」（355

）
と
か
と
議
論
が
進
ん
で
く
る
と
、
筆
者
に
は
必
ず
し
も
分
か
り
や
す
い

も
の
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
西
田
の
論
文
「
私
と
汝
」
は
、
最
終
的
に
は
、
ブ
ー
バ
ー
の
『
我
と
汝
』
と
は
異
な
る
仕
方
で
は
あ
れ
、

神
を
語
り
、
宗
教
を
語
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

　

さ
て
、高
橋
里
美
が
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
滞
在
し
て
い
た
頃（
一
九
二
六
―
二
七
）、和
辻
哲
郎
は
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
し
て
い
た
が
、そ
の
後
、

ド
イ
ツ
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
と
回
り
、
文
部
省
か
ら
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
三
年
間
の
ド
イ
ツ
留
学
を
一
年
半
で
切
り

上
げ
て
帰
国
し
た
。
ド
イ
ツ
留
学
前
に
出
版
し
た
『
日
本
精
神
史
研
究
』（
一
九
二
六
）
に
は
「
自
然
的
態
度
」（329

）
と
い
う
フ
ッ
サ
ー

ル
の
用
語
が
使
わ
れ
、『
原
始
仏
教
の
実
践
哲
学
』（
一
九
二
七
）
に
お
け
る
「
感
覚
的
次
元
の
分
析
に
は
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
影
が
お

ち
て
い
た
」（
熊
野
純
彦
）
と
評
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ベ
ル
リ
ン
滞
在
中
、
出
版
後
ま
も
な
い
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』
を
入
手
し

て
読
ん
だ
こ
と
か
ら
受
け
た
刺
戟
が
は
る
か
に
大
き
か
っ
た
よ
う
で
、帰
国
後
に
出
版
し
た
『
人
間
の
学
と
し
て
の
倫
理
学
』（
一
九
三
四
）

と
『
風
土
』（
一
九
三
五
）
は
、
と
も
に
『
存
在
と
時
間
』
か
ら
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
批
判
す
る
な
か
か
ら
独
自
の
議
論
を
展



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
八
号

一
六
八

開
し
た
も
の
で
、
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
影
は
も
は
や
ほ
と
ん
ど
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
の
大
き
な
影
の
な
か
に
埋
も
れ
て
し
ま

う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
両
著
作
と
も
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
は
言
及
し
て
い
る
が
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
に

も
明
ら
か
で
あ
る
。 

　

そ
の
こ
と
を
和
辻
は
、『
風
土
』
の
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
「
序
言
」
で
次
の
よ
う
に
明
言
し
て
い
る
。「
自
分
が
風
土
性
の
問
題
を
考
え

は
じ
め
た
の
は
、
一
九
二
七
年
の
初
夏
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
『
有
と
時
間
』
を
読
ん
だ
時
で
あ
る
。
人
の
存
在
の
構

造
を
時
間
性
と
し
て
把
捉
す
る
試
み
は
、
自
分
に
と
っ
て
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
時
間
性
が
か
く
主
体
的
存
在
構
造

と
し
て
活
か
さ
れ
た
と
き
に
、
な
ぜ
同
時
に
空
間
性
が
、
同
じ
く
根
源
的
な
存
在
構
造
と
し
て
、
活
か
さ
れ
て
来
な
い
の
か
、
そ
れ
が
自

分
に
は
問
題
で
あ
っ
た
。…
…
そ
こ
に
自
分
は
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
仕
事
の
限
界
を
見
た
の
で
あ
る
。…
…
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
そ
こ
に
留
ま
っ

た
の
は
彼
のD

asein

が
あ
く
ま
で
も
個
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
人
間
存
在
を
た
だ
人
の
存
在
と
し
て
捕
え
た
。
そ
れ

は
人
間
存
在
の
個
人
的
・
社
会
的
な
る
二
重
構
造
か
ら
見
れ
ば
、
単
に
抽
象
的
な
る
一
面
に
過
ぎ
ぬ
。
そ
こ
で
人
間
存
在
が
そ
の
具
体
的

な
る
二
重
性
に
お
い
て
把
捉
せ
ら
れ
る
と
き
、
時
間
性
は
空
間
性
と
相
即
し
来
た
る
の
で
あ
る
」（3f.

）。
言
う
ま
で
も
な
く
、「
空
間
性

が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
批
判
が
『
風
土
』（
一
九
三
五
）
を
生
み
、「D

asein

が
個
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
と
い
う
批
判
が
『
人

間
の
学
と
し
て
の
倫
理
学
』（
一
九
三
四
）
を
生
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。 

　

こ
れ
ら
二
つ
の
著
書
に
お
い
て
、和
辻
は
、「
志
向
性
」「
自
然
的
態
度
」「
現
象
学
的
還
元
」「
現
象
学
的
構
成
」と
い
っ
た
用
語
を
フ
ッ
サ
ー

ル
に
は
言
及
す
る
こ
と
な
く
使
い
、
例
え
ば
、「
彼
〔
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
〕
は
カ
ン
ト
以
後
承
認
せ
ら
れ
た
認
識
論
を
、
現
象
学
の
志
向
性

の
立
場
か
ら
覆
そ
う
と
す
る
」（191

）
と
い
う
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
引
き
つ
け
て
利
用
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

和
辻
が
こ
れ
ら
二
著
で
採
っ
た
「
倫
理
学
の
方
法
」
は
、「
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
現
象
学
的
方
法
を
見
る
な
ら
ば
」（254

）
と
言
い
な
が
ら
も
、

も
は
や
「
現
象
学
的
方
法
」
で
は
な
く
「
解
釈
学
的
方
法
」（233f.

）
で
あ
り
、「
我
々
は
彼
〔
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
〕
が
現
象
学
を
引
き
の
ば



一
六
九

日
本
哲
学
史
に
お
け
る
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
受
容
　 〔
浜
渦
〕

し
て
行
っ
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
点
に
立
脚
し
て
現
象
学
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（254

）
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、フ
ッ
サ
ー

ル
現
象
学
の
意
味
で
の
〈
間
主
観
性
の
問
題
〉
を
そ
の
ま
ま
和
辻
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
彼
が
解
釈
学
的
方
法
に
基
づ
い
て
主

張
す
る
「
間
柄
」
の
議
論
は
、
同
じ
〈
間
主
観
性
の
問
題
〉
を
基
本
的
に
は
現
象
学
的
方
法
と
は
異
な
る
仕
方
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す

る
も
の
と
言
え
よ
う
。 

　

こ
う
し
て
、
和
辻
は
、「
間
柄
」
思
想
を
中
核
に
据
え
て
、「
人
間
の
学
と
し
て
の
倫
理
学
」
の
構
想
を
仕
上
げ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
構
想
に
お
い
て
、
和
辻
は
、「
人
間
存
在
の
学
は
人
間
存
在
を
す
べ
て
観
念
的
な
る
も
の
の
地
盤
た
る
と
と
も
に
ま
た
自
然
的
な
る

有
の
地
盤
た
る
も
の
と
し
て
把
捉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（49

）
と
述
べ
、「
こ
の
よ
う
な
存
在
は
、
個
で
あ
る
こ
と
を
通
じ
て
全
と
な

る
と
い
う
運
動
に
お
い
て
ま
さ
に
存
在
な
の
で
あ
り
、
従
っ
て
か
か
る
運
動
の
生
起
す
る
地
盤
は
絶
対
空
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
絶
対
的
否

定
で
あ
る
」（49

）
と
結
論
づ
け
る
。
こ
こ
に
大
き
く
西
田
の
影
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
和
辻
は
、『
人
間
の

学
と
し
て
の
倫
理
学
』
第
１
章
の
末
尾
を
、「「
人
倫
の
体
系
」
に
お
い
て
残
さ
れ
た
最
大
の
問
題
は
、
人
倫
の
絶
対
的
全
体
性
の
問
題
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
有
の
立
場
に
お
い
て
は
解
か
れ
得
な
い
。
そ
の
解
決
に
対
し
て
我
々
に
最
も
よ
き
指
針
を
与
え
る
も
の
は
、
無
の
場
所

に
お
い
て
「
我
れ
と
汝
」
を
説
く
最
近
の
西
田
哲
学
で
あ
ろ
う
」（180

）
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。 

五　

山
本
万
二
郎
に
よ
る
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
復
興

　

日
本
の
哲
学
界
で
は
、
戦
前
は
明
治
期
以
来
ド
イ
ツ
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
す
る
研
究
者
が
多
く
、
そ
の
た
め
世
界
的
に
見
て

も
早
い
時
期
か
ら
新
カ
ン
ト
学
派
と
と
も
に
現
象
学
が
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、
戦
中
・
戦
後
、
そ
れ
ら
は
実
存
主
義 

へ
の
関
心
に
流
れ

て
い
き
、
他
方
で
戦
後
は
戦
勝
国
ア
メ
リ
カ
に
留
学
す
る
研
究
者
が
増
え
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
や
分
析
哲
学
が
盛
ん
に
紹
介
さ
れ
る
よ



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
八
号

一
七
〇

う
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
状
況
の
な
か
、
戦
後
の
日
本
の
哲
学
は
多
様
な
展
開
を
見
せ
る
が 

、
や
が
て
『
フ
ッ
サ
ー
ル
全
集
』
刊
行
開
始

（
一
九
五
〇
）
を
受
け
て
一
九
五
〇
年
代
な
か
ば
に
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
が
復
興
さ
れ
る
時
が
来
た
。
高
橋
里
美
よ
り
四
歳
年
下
の
務
台

理
作
（
一
八
九
〇
―
一
九
七
四
）
は
、
高
橋
と
同
じ
く
一
九
二
六
年
冬
学
期
と
一
九
二
七
年
夏
学
期
を
フ
ッ
サ
ー
ル
の
も
と
で
過
ご
し
、

冬
学
期
に
は
「
現
象
学
入
門
」、
夏
学
期
に
は
「
自
然
と
精
神
」
の
講
義
を
聴
講
し
た
だ
け
で
な
く
、「
講
義
の
あ
と
で
一
週
一
回
高
橋
里

美
さ
ん
と
私
と
を
自
宅
へ
招
い
て
現
象
学
の
話
を
し
て
く
れ
る
と
い
う
厚
意
に
與
っ
た
」（2

）
と
い
う
。

　

務
台
の
帰
国
後
、慶
應
義
塾
大
学
で
そ
の
薫
陶
を
受
け
た
学
生
の
な
か
に
山
本
万
二
郎
（
一
九
〇
三
―
一
九
六
九
）
が
い
た
。
山
本
は
、

一
九
三
一
年
に
仏
語
訳
の
み
が
出
版
さ
れ
た
『
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
を
「
当
時
訳
了
し
た
が
出
版
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
ま
ま
に
い
た
所
、

一
九
五
〇
年
フ
ッ
セ
リ
ア
ー
ナ
が
出
版
さ
れ
、
そ
こ
に
お
い
て
初
め
て
独
文
テ
キ
ス
ト
が
公
表
さ
れ
た
の
を
知
り
、
直
ち
に
そ
の
翻
訳

を
志
し
た
」（12

）
と
い
う
。
そ
れ
が
、
フ
ッ
セ
ル
（
山
本
万
二
郎
訳
）『
現
象
學
序
説̶

̶

デ
カ
ル
ト
的
省
察
録
』（
創
文
社
、
一
九
五
四
）

と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
戦
後
の
、
そ
し
て
『
フ
ッ
サ
ー
ル
全
集
』
が
刊
行
さ
れ
始
め
て
、
再
開
し
た
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
研
究

の
復
興
を
告
げ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

山
本
は
「
譯
者
の
序
」
に
お
い
て
、「
一
読
し
て
フ
ッ
サ
ー
ル
の
画
期
的
思
想
に
強
く
打
た
れ
た
」、「
一
言
で
言
え
ば
「
自
我
」
に
つ

い
て
の
考
え
方
が
そ
れ
以
前
の
著
書
に
対
し
て
飛
躍
的
に
新
た
な
段
階
に
達
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
」（10

）
と
い
う
。
特
徴
的
な

こ
と
と
し
て
、①
自
我
が
モ
ナ
ド
と
し
て
具
体
的
に
解
さ
れ
て
い
る
、②
相
互
主
観
性
（Intersubjektivität

）
の
思
想
が
発
展
し
て
い
る
、

③
客
観
的
世
界
と
く
に
自
然
の
み
な
ら
ず
文
化
の
問
題
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
、
④
相
互
主
観
性
に
基
づ
い
て
先
験
的
観
念
論
が
提
唱
さ

れ
て
い
る
、
の
四
点
を
山
本
は
挙
げ
て
い
る
（10

）。
ま
た
、「
こ
の
モ
ナ
ド
の
思
想
は
主
体
の
問
題
従
っ
て
実
存
の
問
題
に
も
関
係
が

あ
ろ
う
」 （10

）
と
し
て
、「
我
が
国
の
哲
学
思
潮
の
主
流
を
な
し
て
い
る
実
存
哲
学
は
現
象
学
に
そ
の
根
拠
を
持
つ
」（11

）
こ
と
が
分
か

る
と
し
、
更
に
、「
文
化
の
問
題
は
フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
い
て
は
彼
特
有
な
他
我
に
つ
い
て
の
経
験
お
よ
び
社
会
共
同
体
の
問
題
と
連
な
り
、



一
七
一

日
本
哲
学
史
に
お
け
る
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
受
容
　 〔
浜
渦
〕

フ
ッ
サ
ー
ル
に
従
来
欠
け
て
い
た
と
い
わ
れ
る
文
化
科
学
あ
る
い
は
実
践
的
方
面
へ
の
連
な
り
を
見
出
す
鍵
と
も
な
ろ
う
」（10f.

）
と
述

べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
訳
書
「
解
説
」
に
お
い
て
は
、『
フ
ッ
サ
ー
ル
全
集
』
第
四
巻
と
し
て
一
九
五
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
イ
デ
ー
ン
Ⅱ
』
に
つ

い
て
言
及
し
、「
第
四
巻
に
お
い
て
は
、
自
然
生
命
精
神
の
構
成
が
取
り
扱
わ
れ
、
そ
こ
に
お
い
て
す
で
に
本
原
文
に
お
け
る
重
要
問
題

で
あ
る
自
我
、
他
我
に
つ
い
て
の
経
験
、
相
互
主
観
性
、
客
観
的
世
界
、
文
化
等
の
問
題
が
、
必
ず
し
も
同
じ
形
で
は
な
い
が
一
応
取
り

扱
わ
れ
て
い
る
」（207
）
と
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
フ
ッ
サ
ー
ル
全
集
』
第
六
巻
と
し
て
一
九
五
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
学
問
の
危
機
と
超
越
論
的
現
象
学
』（
以
下
、『
危
機
』）
に
つ
い
て
も
、「
本
稿
校
正
中
に
入
手
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
編
者
ビ
ー
メ

ル
に
よ
れ
ば
、
そ
の
重
要
性
は
本
書
に
於
て
初
め
て
フ
ッ
サ
ー
ル
が
歴
史
に
つ
い
て
自
己
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
、
哲
學
の
歴
史
性
を
主

題
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
於
て
は
日
常
的
生
命
界
〔Lebensw

elt

〕
と
心
理
学
と
を
批
判
し
て
成
立
す
る
先
験
的
現
象
学
と
し
て

の
哲
学
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
始
ま
り
、
ル
ネ
サ
ン
ス
を
支
配
し
た
人
間
理
性
を
今
や
新
生
せ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
理
性
の
自
己

実
現
の
場
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
」（209

）
と
言
及
し
て
い
る
。

　

同
訳
書
の
刊
行
後
、
山
本
は
一
九
五
八
年
に
慶
應
義
塾
大
学
海
外
派
遣
留
学
生
と
し
て
六
ヶ
月
の
滞
欧
中
、
約
三
ヶ
月
を
ベ
ル
ギ
ー
の

ル
ー
ヴ
ァ
ン
で
過
ご
し
、
お
そ
ら
く
日
本
人
研
究
者
と
し
て
初
め
て
フ
ッ
サ
ー
ル
文
庫
を
訪
れ
、「
毎
日
の
よ
う
に
通
っ
て
、〔
未
公
刊
〕

原
稿
を
読
む
の
を
楽
し
み
に
し
」、そ
こ
で
開
か
れ
て
い
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
参
加
し
、さ
ら
に
ド
イ
ツ
の
支
部（
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
と
ケ
ル
ン
）、

フ
ラ
ン
ス
の
支
部
（
パ
リ
・
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
）
を
も
訪
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
調
査
成
果
に
加
え
、
欧
米
各
国
の
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学

の
最
新
研
究
の
渉
猟
を
踏
ま
え
て
、
と
り
わ
け
、
前
述
の
『
危
機
』（
一
九
五
四
）
と
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
一
九
五
九
年
に
慶
應
義
塾
大

学
に
学
位
請
求
論
文
と
し
て
提
出
し 

、
増
補
を
加
え
て
刊
行
さ
れ
た
の
が
、『「
生
命
界
」
概
念
を
中
心
と
す
る
フ
ッ
サ
ー
ル
後
期
思
想

の
展
開
』（
泉
文
堂
、
一
九
六
三
）
で
あ
っ
た
。



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
八
号

一
七
二

　

同
書
「
は
し
が
き
」
に
よ
る
と
、
同
書
の
基
本
的
な
ア
イ
デ
ア
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。「
第
六
巻
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
学
問
の
危
機
と
先

験
的
現
象
学
』
が
公
刊
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
更
に
現
象
学
の
大
き
な
展
開
に
出
会
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
そ
こ
に
「
生
命
界
」
概
念

を
見
出
し
、
そ
れ
こ
そ
が
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
事
実
そ
の
も
の
へ
」
の
具
現
で
あ
る
と
思
っ
た
。」（1

）「
し
か
し
同

書
を
よ
く
考
察
す
る
と
き
、「
生
命
界
」
概
念
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く
、
特
に
そ
れ
が
あ
る
い
は
自
然
的
見
方
か
ら
、
あ
る

い
は
先
験
的
見
方
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
そ
の
解
釈
に
惑
っ
た
の
で
あ
る
。」（1

）

　

ま
た
、
当
時
の
日
本
の
哲
学
界
の
状
況
に
つ
い
て
、
山
本
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
は
、
彼
の
没
後
、
実

存
哲
学
の
台
頭
と
と
も
に
一
時
全
く
影
を
ひ
そ
め
、
過
去
の
も
の
と
し
て
世
の
中
か
ら
忘
れ
ら
れ
た
観
が
あ
っ
た
が
、
皮
肉
に
も
そ
の
実

存
哲
学
の
興
隆
進
展
す
る
に
つ
れ
、そ
の
基
礎
が
も
ど
り
問
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、再
び
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
前
記
フ
ッ

セ
リ
ア
ー
ナ
全
集
が
出
版
さ
れ
、
さ
れ
に
フ
ッ
サ
ー
ル
生
誕
百
年
記
念
を
含
め
て
、
そ
の
姉
妹
編
フ
ェ
ノ
メ
ノ
ロ
ジ
カ
叢
書
が
刊
行
さ
れ
、

そ
れ
を
機
会
に
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
が
再
び
も
り
か
え
し
、
最
近
特
に
遺
稿
に
基
づ
く
研
究
が
目
立
っ
て
き
た
。
…
…
筆
者
と
し
て
は
、
実

存
哲
学
を
前
提
し
て
そ
れ
か
ら
フ
ッ
サ
ー
ル
を
眺
め
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
フ
ッ
サ
ー
ル
自
身
の
展
開
か
ら
実
存
哲
学
へ
の
連
な
り
を

求
め
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
」（3

）。
こ
こ
で
山
本
は
、「
フ
ッ
サ
ー
ル
後
期
思
想
の
中
心
概
念
を
「
生
命
界
」
と
し
て
と
ら
え
る
」
方
針

を
示
し
た
。

　

当
時
、
す
で
に
『
フ
ッ
サ
ー
ル
全
集
』
の
刊
行
が
第
七
・
八
巻
の
『
第
一
哲
学
』（
一
九
二
三
―
二
四
年
講
義
録
）、
第
九
巻
の
『
現
象
学

的
心
理
学
』（
一
九
二
五
年
講
義
録
）
ま
で
進
み
、こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
全
貌
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、

研
究
者
達
に
よ
り
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
時
期
区
分
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
後
期
」
と
は
い
つ
か
ら
始
ま
る
の
か
に

つ
い
て
も
議
論
さ
れ
て
い
た
。山
本
は
、こ
の「
生
命
界
」概
念
が
、『
危
機
』の
ほ
か
、「
形
式
的
論
理
学
と
先
験
的
論
理
学
」（
一
九
二
九
）、「
経

験
と
判
断
」（
一
九
三
九
）、
全
集
第
八
巻
『
現
象
学
的
心
理
学
』（
一
九
二
五
年
の
講
義
）
に
も
登
場
す
る
が
、「
一
九
二
四
年
フ
ラ
イ
ブ
ル
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七
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ク
に
お
け
る
カ
ン
ト
記
念
講
演
の
中
に
お
い
て
、
い
ま
だ
に
主
題
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
現
実
的
生
命
界
と
い
う
言
葉
が
表
わ

れ
て
」（29
）
お
り
、「
後
期
思
想
は
更
に
一
九
二
四
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
一
九
二
四
年
か
ら
「
省
察
録
」
の
年
代

ま
で
を
後
期
へ
の
過
渡
期
あ
る
い
は
後
期
の
め
ば
え
の
時
期
と
名
づ
け
た
い
」（13

）
と
述
べ
て
い
る 

。

　

山
本
の
同
書
の
も
う
一
つ
の
論
点
は
、
次
の
点
に
あ
る
。「
フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
い
て
生
命
界
と
い
う
概
念
が
い
ろ
い
ろ
の
意
味
に
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
す
な
わ
ち
先
に
述
べ
て
一
切
の
生
命
経
験
の
地
盤
と
し
て
の
前
学
問
的
生
命
界
と
、
そ

こ
に
お
い
て
実
践
的
に
成
立
す
る
日
常
的
生
命
界
と
、
客
観
的
に
見
ら
れ
た
科
学
的
生
命
界
と
に
つ
い
て
い
ず
れ
も
生
命
界
と
い
う
用
語

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。」（75
）
こ
れ
を
山
本
は
、（
ミ
ュ
ラ
ー
ル
と
グ
ー
ル
ヴ
ィ
ッ
チ
に
倣
っ
て
）「
生
命
界
の
自
然
的
と
現
象
学
的
の
二

重
性
」（77

）
と
呼
び
、
フ
ッ
サ
ー
ル
が
「
生
命
界
」
に
つ
い
て “vorgegeben”

（
前
に
与
え
ら
れ
て
い
る
）
と
い
う
語
を
使
う
の
に
は
、

「
前
者
に
お
い
て
前
も
っ
て
与
え
ら
れ
た
生
命
界
が
、
後
者
に
お
い
て
は
現
象
と
し
て
眼
前
に
与
え
ら
れ
た
も
の
と
な
る
」（82

）
と
述
べ

て
い
る 

。

　

同
書
の
後
半
は
、博
士
論
文
提
出
後
に
執
筆
さ
れ
た
「
補
遺　

歴
史
性
と
他
者
性
の
問
題
」
と
な
っ
て
い
る
。「
歴
史
性
」
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「「
危
機
」
以
前
に
お
い
て
も
「
歴
史
」
が
テ
ー
マ
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
構
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て

で
あ
っ
て
、
構
成
す
る
も
の
と
し
て
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
世
的
（m

undan

）
で
あ
っ
て
先
験
的 

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
先
験
的
と
い
う
こ
と
の
意
味
の
変
更
で
あ
る
と
も
解
さ
れ
、「
危
機
」
に
お
い
て
初
め
て
先
験
的
な
る
も

の
が
同
時
に
真
に
歴
史
的
で
あ
る
の
に
反
し
、「
危
機
」
以
前
に
お
い
て
は
、
先
験
的
と
は
む
し
ろ
非
歴
史
的
で
あ
り
、
従
っ
て
歴
史
的

な
る
も
の
は
い
つ
も
こ
の
世
的
の
も
の
で
あ
り
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
」（216

）。
こ
こ
で
、「
先
験
的

な
る
も
の
の
意
味
の
転
換
」（217

）
が
起
こ
り
、「
歴
史
性
と
先
験
性
と
の
結
合
」（218

）
が
起
こ
っ
て
い
る
と
山
本
は
い
う
。
筆
者
な
り

に
言
い
換
え
れ
ば
、
超
越
論
的
な
も
の
の
探
求
の
た
め
に
は
十
分
に
経
験
的
な
も
の
を
遍
歴
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
経
験
的
な
も
の
と
超
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越
論
的
な
も
の
と
を
区
別
し
な
が
ら
も
、
単
に
両
者
を
区
別
す
る
だ
け
で
は
済
ま
ず
、
両
者
が
互
い
に
絡
み
合
っ
て
お
り
、
一
方
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
他
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る 

。
そ
こ
か
ら
山
本
は
、「
ヴ
ィ
ー
ン
講
義
の
標
題

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
間
の
危
機
と
哲
学
」
が
示
す
よ
う
に
、
単
な
る
先
験
的
主
観
で
は
な
く
、
人
間
〔M

enschentum

〕
が
主
題
と
な
る
。

た
だ
し
そ
れ
以
前
の
場
合
の
よ
う
に
単
な
る
こ
の
世
的
〔m

undan

〕
の
も
の
と
し
て
の
人
間
で
は
な
く
、
ま
た
単
に
そ
れ
を
超
え
た
も

の
と
し
て
の
先
験
的
主
観
で
も
な
く
、
そ
の
両
者
の
具
体
的
統
一
態
と
し
て
の
人
間
が
主
題
と
な
る
」（219

）
と
述
べ
て
い
る
。

　

同
書
で
は
最
後
に
、「
諸
家
の
批
判
」
と
し
て
、「
歴
史
性
に
つ
い
て
」「
他
者
性
に
つ
い
て
」「
神
に
つ
い
て
」「
現
象
学
の
性
格
に
つ
い

て
」、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
者
達
の
議
論
を
俎
上
に
乗
せ
て
い
る
。
も
は
や
、
こ
れ
ら
を
紹
介
す
る
余
裕
は
な
い
。
た
だ
、
当
時
と
し
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
最
先
端
の
議
論
を
ほ
と
ん
ど
網
羅
し
て
い
る
が
、
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、高
橋
里
美
『
フ
ッ
セ
ル
の
現
象
學
』（
一
九
三
一
）
以
来
、下
程
勇
吉
『
フ
ッ
セ
ル
』（
一
九
三
七
）、佐
竹
哲
雄
『
フ
ッ
セ
ル
の
現
象
学
』

（
一
九
四
七
）
ま
で
で
途
絶
え
て
い
た
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
研
究
を
、
一
九
五
〇
年
か
ら
始
ま
っ
た
『
フ
ッ
サ
ー
ル
全
集
』
の
刊
行
お
よ

び
そ
れ
に
基
づ
い
て
続
々
と
現
れ
た
欧
米
の
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
研
究
に
も
目
を
配
り
な
が
ら
、「
生
命
界
」（
生
活
世
界
）、「
歴
史
性
」、「
他

者
性
」（
間
主
観
性
）
と
い
っ
た
概
念
を
中
心
に
「
後
期
フ
ッ
サ
ー
ル
」
像
を
描
い
て
み
せ
た
功
績
は
、
次
の
世
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
く

も
の
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五　

お
わ
り
に

　

前
述
の
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
か
ら
『
フ
ッ
サ
ー
ル
全
集
』
の
刊
行
が
始
ま
り
、
一
九
五
八
年
か
ら
は
同
じ
出
版
社
か
ら
現
象
学
研
究

の
モ
ノ
グ
ラ
フ
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
『
現
象
学
叢
書
（Phaenom

enologica

）』
の
刊
行
も
始
ま
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
も
す
で
に
フ
ッ
サ
ー
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ル
が
生
前
に
発
表
し
た
い
く
つ
か
の
著
作
の
和
訳
が
刊
行
さ
れ
て
は
い
た
が
、『
フ
ッ
サ
ー
ル
全
集
』
の
刊
行
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
フ
ッ
サ
ー
ル
像
が
次
々
の
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
、『
全
集
』
版
の
著
作
の
和
訳
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ

れ
と
と
も
に
新
し
い
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
研
究
が
始
ま
り
、
一
九
六
〇
―
一
九
七
〇
年
代
に
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
復
興
（
フ
ッ
セ
ル
・

フ
ネ
サ
ン
ス
）
の
山
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
哲
学
に
お
け
る
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
受
容
の
第
一
世
代
が
高
橋

里
美
（
一
八
八
六
―
一
九
六
四
）
で
、
第
二
世
代
が
山
本
万
二
郎
（
一
九
〇
三
―
一
九
六
九
）
だ
と
す
れ
ば
、
第
三
世
代
と
な
る
の
は
、

一
九
六
〇
年
代
に
研
究
者
と
し
て
頭
角
を
現
し
た
、
新
田
義
弘
（
一
九
二
九
―
二
〇
二
〇
）、
立
松
弘
孝
（
一
九
三
一
―
二
〇
一
六
）、
渡

邊
二
郎
（
一
九
三
一
―
二
〇
〇
八
）
ら
、後
に
「
現
象
学
研
究
会
」
発
足
（
一
九
六
八
）
お
よ
び
「
日
本
現
象
学
会
」
発
足
（
一
九
七
九
）

に
貢
献
し
て
い
っ
た
研
究
者
達
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
第
三
世
代
の
も
と
で
薫
陶
を
受
け
、
一
九
九
〇
年
前
後
か
ら
頭
角
を
現
し
て
き
た
の
が
、
い
わ
ば
第
四
世
代
で
、
こ
れ
は

山
口
一
郎
（
一
九
四
七
―
）
か
ら
始
ま
り
、「
団
塊
の
世
代
」
を
挟
ん
で
、
そ
れ
に
続
く
十
年
ほ
ど
の
発
表
者
（
一
九
五
二
―
）
を
含
め
、

榊
原
哲
也
（
一
九
五
八
―
）
あ
た
り
ま
で
の
世
代
の
研
究
者
た
ち
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
日
本
の
現
象
学
研
究
を
牽
引
し
て
い
っ

た
「
団
塊
の
世
代
」
は
、
村
田
純
一
（
一
九
四
八
―
）、
野
家
啓
一
（
一
九
四
九
―
）、
鷲
田
清
一
（
一
九
四
九
―
）
で
あ
る
こ
と
は
、
木

田
元
と
こ
の
三
人
の
編
集
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
『
現
象
学
事
典
』（
一
九
九
四
） 

に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
世
代
に
特
徴
的
な
の
は
、
後

期
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
研
究
か
ら
出
発
し
な
が
ら
、
幅
広
い
関
心
で
他
の
哲
学
分
野
あ
る
い
は
哲
学
を
超
え
る
研
究
分
野
に
も
進
出
し

て
精
力
的
に
活
躍
し
て
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
第
三
世
代
お
よ
び
第
四
世
代
に
よ
る
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
受
容
に
つ
い

て
論
ず
る
の
は
、
別
の
機
会
に
譲
る
ほ
か
な
い（

4
）。
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注（
1
） 

本
稿
は
、『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
哲
学
の
生
成
と
発
展
』（
法
政
大

学
出
版
局
、
近
刊
）
に
収
録
さ
れ
た
二
つ
の
拙
稿「
日
本
哲
学
史
形
成

期
に
お
け
る
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
受
容
」
お
よ
び「
日
本
哲
学
史
展

開
期
に
お
け
る
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
受
容
」
と
一
部
重
複
す
る
と
こ

ろ
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
、
ご
容
赦
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
あ
わ
せ

て
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
2
） 

以
下
、
出
典
は
巻
末
に
挙
げ
た
参
考
文
献
の
頁
数
を
本
文
中
括

弧
内
に
記
す
。

（
3
）〔　

〕内
は
引
用
者
に
よ
る
補
足
。
以
下
同
様
。

（
4
）そ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿「
日
本
哲
学
史
展
開
期
に
お
け
る

フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
受
容
」を
参
照
さ
れ
た
い
。

参
考
文
献

・ 

西
田
幾
多
郎『
善
の
研
究
』、
岩
波
文
庫
、
第
四
十
一
刷
、
一
九
七
二

年
・ 

同『
思
索
と
体
験
』、
岩
波
文
庫
、
第
三
刷
、
一
九
八
五
年

・ 

同『
場
所
・
私
と
汝
』、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
七
年

・
同『
西
田
幾
多
郎
哲
学
論
集
Ⅱ
』岩
波
文
庫
、
一
九
八
八
年

・ 

同『
西
田
幾
多
郎
の
声
』、
書
肆
心
水
、
二
〇
一
一
年

・ 

高
橋
里
美『
フ
ッ
セ
ル
の
現
象
学
』、
日
本
社
、
一
九
四
七
年

・ 

同『
全
体
の
立
場
』、
岩
波
書
店
、
第
六
刷
、
一
九
四
三
年

・ 

田
邊
元『
田
邊
元
全
集
』、
第
六
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
三
年

・ 

下
村
寅
太
郎「
西
田
哲
学
と
日
本
の
思
想
」、 『
下
村
寅
太
郎
著
作
集
』

第
十
二
巻
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
〇
年
。

・ 

三
木
清『
パ
ス
カ
ル
に
お
け
る
人
間
の
研
究
』、
岩
波
文
庫
、

一
九
八
〇
年

・ 

九
鬼
周
造『「
い
き
」
の
構
造
』、
岩
波
文
庫
、
第
三
十
五
刷
、

一
九
九
七
年

・ 

和
辻
哲
郎『
日
本
精
神
史
研
究
』、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
二
年

・ 

同『
人
間
の
学
と
し
て
の
倫
理
学
』、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
七
年

・ 

同『
風
土
』、
岩
波
文
庫
、
第
九
刷
、
一
九
八
五
年

・ 

熊
野
純
彦『
和
辻
哲
郎
』、
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
九
年

・ 

藤
田
正
勝『
日
本
哲
学
史
』、
昭
和
堂
、
二
〇
一
八
年

・ 

フ
ッ
サ
ー
ル（
山
本
万
二
郎
訳
）『
現
象
学
序
説
―
―
デ
カ
ル
ト
的
省

察
録
―
―
』、
一
九
五
四
年

・ 
山
本
万
二
郎「
フ
ッ
サ
ー
ル
文
庫
を
訪
れ
て
」、
三
田
哲
学
会
編『
哲

学
』、N

o.37, 

一
九
五
九
年

・ 

同『「
生
命
界
」
概
念
を
中
心
と
す
る
フ
ッ
サ
ー
ル
後
期
思
想
の
展



一
七
七

日
本
哲
学
史
に
お
け
る
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
受
容 

　〔
浜
渦
〕

開
』、
泉
文
堂
、
一
九
六
三
年

・ 

新
田
義
弘『
現
象
学
と
は
何
か
―
―
フ
ッ
サ
ー
ル
の
後
期
思
想
を
中

心
と
し
て
―
―
』、
紀
伊
国
屋
新
書
、
一
九
六
八
年

・ 

同『
現
象
学
』、
岩
波
全
書
、
一
九
七
八
年

・ 

山
口
一
郎『
他
者
経
験
の
現
象
学
』、
国
文
社
、
一
九
八
五
年

・ 

木
田
元
ほ
か
編『
現
象
学
事
典
』、
弘
文
堂
、
一
九
九
四
年

・ 

浜
渦
辰
二『
フ
ッ
サ
ー
ル
間
主
観
性
の
現
象
学
』、
創
文
社
、

一
九
九
五
年

・ 

フ
ッ
サ
ー
ル（
浜
渦
辰
二
訳
）『
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』、
岩
波
文
庫
、

二
〇
〇
一
年

・ 

フ
ッ
サ
ー
ル（
浜
渦
辰
二
、山
口
一
郎
、監
訳
）『
間
主
観
性
の
現
象
学
』

全
三
巻
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
二
／
二
〇
一
三
／
二
〇
一
五

年
・ Edm

und H
usserl, Aufsätze und Vorträge, H

usserliana 
X

X
V

II, (1922-1937), K
luw

er A
cadem

ic Publishers, 1989.

・Edm
und H

usserl, Briefw
echsel, B

d V
I, Philosophenbriefe, 

H
usserliana D

okum
ente, B

d.III, K
luw

er A
cadem

ic 
Publishers, 1994.

・ K
arl Schum

ann, H
usserl-C

hronik, D
enk- und Lebensw

eg 
Edm

und H
usserls, M

artinus N
ijhoff, 1977.

・ Ludw
ig Feuerbach, Vorläufige Thesen zur Reform

 der 
Philosophie, K

leine Schriften, Suhrkam
p Verlag, 1966.

・ M
artin B

uber, Ich und D
u, Jakob H

egner, 1966.


